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D A T A
国内唯一の大口径岩盤掘削機
レイズボーラー「ビッグマン」

当社は1946年の創業以来、数多くの画期的な機器と工法の

開発を通して、復興の原動力であった石炭エネルギーや鉱物資源

などの地下資源開発を目指し、佐久間ダム・黒四ダムをはじめ

とする水力発電用ダム、そして青函トンネルや東海道・山陽

新幹線ならびに高速道路トンネルなどの、国土建設の重要な

一翼を担ってきました。これらの成果を基に、当社はいち早く

アジア・アフリカ・南米などの海外に事業を拡大し、各国の

社会基盤整備や資源開発に広く貢献してまいりました。

近年、レイズボ－リングは、ますます大口径、大深度化の方向

に進みつつあります。現在、国内唯一の当社大口径岩盤掘削機

「ビッグマン」は、それらの要求に応えて、1996（平成 8）年、

径 5,000mmの掘削が可能なBM-500Aを開発。さらに、

2008（平成 20）年に径 6,000mmの掘削が可能なBM-

600Aを開発し、国内外での施工実績を積み重ねています。

大口径岩盤掘削（BM-500A・BM-600A）
大口径、大深度化の要求に応えて、当社は1996（平成 8）年、径

5,000mmの掘さくが可能なBM-500Aを開発しました。関西電力（株）

奥多々良木発電所（兵庫県）の立坑を施工しました。リーミング径は

3,400mm、深さ137mでした。2002 年には（株）戸高鉱業社津久見

石灰石鉱山（大分県）で径 4750 ｍｍ、深さ417ｍと385ｍ各1本の

グローリーホールを掘削しました。417ｍは日本最長であり、現在もその

記録は破られておりません。さらに、2008（平成 20）年にBM-600Aを

開発し、最初に太平洋セメント（株）津久見鉱山（大分県）で径6,000mm、

深さ143mのグローリーホール（立坑）を掘削しました。また、住友大阪

セメント（株）小倉鉱山（福岡県）で径 6,000ｍｍ、深さ330ｍの立坑を

掘削しました。両機は、現在も各地で施工を続けています。
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大口径岩盤掘さく機「ビッグマン」による リーミング掘さく施工図
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